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先週、同僚議員３名と民間の方を混じえてフィリピンに海外視察に出ました。 

今回の視察は、国の戦略的ビザ緩和対象国の一つで近年大幅に訪日客数が増加しているフィリ

ピンからの定期航空路線の開設とチャーター便の誘致、また人口減少の本県における今後の雇用

人材確保のため、外国人の就労の可能性についての調査が主な目的でした。その他、今夏の世界

遺産登録後に活かすべく、既に世界遺産に登録されているサン・アグスチン教会の維持保全につ

いて関係者からの聞き取り調査も行いました。 

航空路についてはフィリピン航空幹部と

面談し「昨年の知事からの要請後の検討状

況」「福岡着後の長崎への誘客」「定期航路開

設への課題」について意見交換を行い、先方

から実現のための具体的な助言と提案を頂

きました。通常この種のやりとりは儀礼的な

もので終わりかねないものが…責任重大で

す。これで受けた提案の検討を進めていかね

ば「長崎は所詮その程度」と思われかねませ

ん。早速今週から検討を始めます。 

※まえてつ通信はご希望の方、ご支援頂いている方にお送りしています。メール配信（ｶﾗｰＰＤＦ）へ変更ご希望の方はご連絡ください。 

●フィリピン→日本直行便の就航路線（2018年 冬期） 

もうひとつの就労については、本県は既に国に対して「農業分野における外国人就労特区」を

申請しています。仮にこの特区が認定されると、早速に外国人の人材確保に取り組まなければな

らないわけで、現在は民間ベースでの就労交渉を県が窓口となれないかを模索しています。また、

農業分野だけでなく介護分野での人材供給に期待が持たれていますが、今回、いすゞ自動車の 

現地法人を訪ね工場を視察する

なかで「製造業分野」において

も十分人材の確保が可能である

ことがわかりました。 

 フィリピンでは既に海外労働

者は人口の１割（労働人口の

20%）となっており、海外からの

送金で内需が支えられ堅調な経

済成長が続いているそうです。

この分野での地の利を活かし、

他県に先じた取り組みが本県の

未来を照らす一助になるものと

認識し提案をしていきます。 

●訪日フィリピン人 延べ宿泊者数 
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